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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護

が
必
要
に
な
る
前
の
﹁
介
護
予
防
﹂
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
一

つ
に﹁
百
歳
体
操
﹂が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

高
知
市
が
２
０
０
２
年
に
開
発
し
た
、
重

り
を
使
っ
た
筋
力
運
動
で
す
。イ
ス
に
座
っ

た
ま
ま
、
準
備
体
操
・
筋
力
運
動
・
整
理

体
操
の
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
体
力
に
自
信
の
な
い
方
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
無
理
な
く
安
全
に
取
り
組
め

る
の
が
特
長
で
す
。
鶴
岡
市
で
も
１
７
７

箇
所
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︵
２
０
２
５

年
７
月
末
現
在
︶。

　

こ
の
体
操
を
続
け
る
こ
と
で
、
筋
力
や

バ
ラ
ン
ス
能
力
が
向
上
し
、﹁
階
段
の
昇
り
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鶴岡市全域の包括支援センターをからだ館サポーターと一緒に取材し、
当機関がいかに私たちにとって〈頼れる場所〉であるかという情報をお届けする本企画。

今回は地域包括支援センターが力を入れている活動のひとつ、「百歳体操」について紹介します。

降
り
が
楽
に
な
っ
た
﹂﹁
腰
や
膝
の
痛
み

が
軽
く
な
っ
た
﹂
と
い
っ
た
日
常
生
活

の
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
参

加
者
か
ら
は
﹁
気
持
ち
が
明
る
く
な
っ

た
﹂﹁
週
に
一
度
、
友
達
と
会
っ
て
話
せ

る
の
が
楽
し
み
﹂
と
い
っ
た
声
も
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
身
体
だ
け
で
な
く
心
の

健
康
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

健
康
維
持
の
運
動
と
し
て
年
齢
を
問

わ
ず
で
き
る
運
動
で
す
。
１
０
０
歳
に

な
っ
て
も
元
気
で
﹁
い
き
い
き
﹂
と
し

た
生
活
を
送
る
た
め
、
若
い
う
ち
か
ら

い
き
い
き
百
歳
体
操
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
住

ま
い
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
鶴

岡
市
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
ま
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

2025.8

ただ今、からだ館
オリジナルゲーム
貸し出し中 ！

元気の

つくり人
❸

庄内地域で活動している人や団体を紹介するコーナーです。
ご自身に合うコミュニティ探しの参考にしてください。

認知症マフ（つるマフ）づくり会

「健幸かるた」と「健幸すご
ろく」の貸し出しをしてい
ます。あなたの地域の集ま
りやサークルなどでご活用
ください。

わ

か
ら
だ
館

健
幸
か
る
た

わ
た
し
の
好
き
な
１
札

か
ら
だ
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

瀬
尾
利
加
子

ち
ち
ょ
っ
と

待
っ
て
！

そ
の
情
報

大
丈
夫
？

「
情
報
を
う
の
み
に

す
る
前
に
、

立
ち
止
ま
っ
て
！

そ
の
情
報
、

い
つ
の
も
の
？

だ
れ
が
言
っ
た
の
？
」

　

情
報
の
﹁
速
さ
﹂
と
﹁
手

軽
さ
﹂
が
優
先
さ
れ
が
ち

な
今
、
私
た
ち
が
本
当
に

求
め
て
い
る
の
は
、
信
頼

で
き
る
情
報
と
、
そ
れ
を

分
か
ち
合
え
る
つ
な
が
り

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

地

域
の
誰
か
と
の
会
話
や
ふ

れ
あ
い
が
、
迷
い
の
中
に

あ
る
ヒ
ン
ト
や
安
心
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
や
経
験

に
触
れ
な
が
ら
、
自
分
で

考
え
、
選
び
取
る
力
を
育

て
て
い
く
こ
と
。 ﹁
情
報
﹂

と
﹁
人
﹂
と
が
ほ
ど
よ
く

結
び
つ
く
地
域
こ
そ
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
場
所
に

な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ピアサポート活動 がん患者サロン

にこにこ俱楽部絵手紙教室
・毎月第１金曜日 10:00~11:00
・鶴岡タウンキャンパス３階 SA
・参加費 100 円
・2025 年度の開催日予定日
　9/5、10/3、11/7、12/5
初めて参加される方はご連絡を。

・毎月第 1 火曜日 10:00 ～ 11:30
・鶴岡タウンキャンパス３階 SA
・参加費 500 円（要申込）

どなたでも参加できます。
興味のある方はご連絡を。
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おらほの地域包括支援センター
特集 Part.2

介
護
予
防
の
取
り
組
み

﹁
百
歳
体
操
﹂
と
は
？

体
も
心
も
元
気
に
！

参
加
者
の
声
と
効
果

参
加
希
望
の
方
は

お
気
軽
に
ご
相
談
を

地域包括支援センターふじしま 今回 訪ねたところ

いきいき百歳体操は，椅子に腰をかけ，準備体
操，筋力運動，整理体操の 3 つの運動を行いま
す。65 歳以上の方が５人以上で、コミセンや
公民館など体操を実施できる場所があり、椅子、
DVD、TV があれば体験会ができます。

お
知
ら
せ
・
募
集
コ
ー
ナ
ー

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
い

つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
思
い
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
負
担
に
な
ら
な

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
楽

し
み
な
が
ら
活
動
で
き
る
仲
間
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
と
、
笑
顔
で
語

る
中
嶋
さ
ん
。
マ
フ
作
り
で
は
、
世

間
話
を
し
な
が
ら
楽
し
い
居
場
所
に

な
っ
て
い
ま
す
。

つ
る
お
か
オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
の
会

 

代
表  

中
嶋 

悦 

さ
ん

お申し込みはからだ館まで

健楽園地域包括支援センター
定期開催　毎月第３火曜日
　　　　　10:00～12:00
会場：第６学区コミュニティ防災センター
対象：どなたでも参加 OK
会費：なし
情報：090－4315－2037
　　　（平日 10:00 ～ 17:00）

認知症マフは、認知症の人が手を通す
と落ち着き安らいだ気分になる、毛糸
で編まれた筒状のニット小物。みなさ
んが作ったマフは、病院や高齢者施設、
救急車などで使用されています。

　
認
知
症
の
人
と
家
族
を
支
え
る
市

民
有
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し

て
、
２
０
１
７
年
６
月
に
設
立
し
ま

し
た
。
設
立
の
準
備
か
ら
関
わ
っ
て

き
た
中
嶋
さ
ん
は
、
以
前
介
護
福
祉

士
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
ご
活

躍
。
現
在
の
会
員
は
、
医
療
・
介
護

の
専
門
職
の
方
や
認
知
症
の
介
護
を

経
験
さ
れ
た
24
名
で
す
。

　
主
な
活
動
は
、
小
中
学
校
や
企
業
、

地
域
に
出
向
い
て
の
﹁
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
﹂
の
開
催
や
鶴
岡
市

主
催
の
認
知
症
カ
フ
ェ
等
の
支
援
︵
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
︶、﹁
認
知
症
マ
フ
︵
つ
る

マ
フ
︶﹂
づ
く
り
、
困
り
ご
と
相
談
支

援
な
ど
で
す
。
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担
当
地
域
の
課
題
と
特
徴

健
楽
園
職
員
が
語
る

健
康
大
学
で
認
知
症
学
習
シ
リ
ー
ズ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

﹁
正
し
く
知
る
認
知
症
と
暮
ら
し
﹂

第
１
回 

開
催
報
告

人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
認
知
症
学
習
シ
リ
ー
ズ

﹁
正
し
く
知
る
認
知
症
と
暮
ら
し
～
そ
の
１
﹂
が
、
６
月

16
日
に
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
本
講
座
は
、
今
後
ま
す
ま
す

増
加
が
見
込
ま
れ
る
認
知
症
へ
の
理
解
と
備
え
を
促
す
、

４
回
シ
リ
ー
ズ
の
取
り
組
み
で
す
。

　

講
座
で
は
、
鶴
岡
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
が
作

成
し
た
﹁
鶴
岡
市
認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
︵
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
︶﹂

を
活
用
し
ま
す
。
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
認
知
症
の
基
礎

知
識
か
ら
地
域
サ
ー
ビ
ス
ま
で
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
が
わ

か
り
や
す
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
回
は
、﹁
認
知
症
の
主
な
症
状
と
タ
イ
プ
別
の
特
徴
﹂﹁
予

防
の
た
め
の
生
活
習
慣
﹂
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
じ
っ
く
り
学
び

を
深
め
ま
し
た
。
講
義
で
は
、
認
知
症
は
脳
の
病
気
で
あ
り
、

老
化
に
よ
る
単
な
る
物
忘
れ
と
は
異
な
る
こ
と
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時
間
や
場
所
、
人
の
認
識
、

計
画
的
な
行
動
な
ど
に
影
響
を
与
え
る
、
基
本
的
な
４
つ
の
認

知
機
能
障
害
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
同
士
の
体
験
共
有
の
時
間
も
設
け
ら
れ
、﹁
新
し
い
情

報
が
得
ら
れ
て
安
心
し
た
﹂﹁
介
護
者
の
声
か
ら
心
の
準
備
が
で

き
た
﹂
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

在
宅
医
療
や
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
の
学

び
を
目
標
に
２
０
２
３
年
２
月
に
開
始

し
た
か
ら
だ
館
健
康
大
学
﹁
人
生
の
終

い
方
ー
あ
な
た
ら
し
く
イ
メ
ー
ジ
し
ま

せ
ん
か
﹂。
今
年
２
月
か
ら
は
、
２
年

間
に
わ
た
っ
て
学
ん
だ
多
岐
に
わ
た
る

内
容
を
ベ
ー
ス
に
、
ゲ
ー
ム
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

８
月
25
日
︑
10
月
28
日
︑
12
月
12
日
︵
各
回
と
も
13
時
30
分
か
ら
15
時
ま
で
︶

認
知
症
を
﹁
自
分
ご
と
﹂
と
し
て
理
解
し
︑
よ
り
よ
い
暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト
を
得
る

学
び
の
場
と
し
て
︑
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
い
ま
す

住
民
の
み
な
さ
ん
と

「
人
生
の
終
い
方
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
健
幸
ゲ
ー
ム
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
始
め
て
い
ま
す
。

　

目
指
す
の
は
、
皆
で
楽
し
く
遊
び
な

が
ら
、
自
分
や
家
族
の
﹁
人
生
の
終
い

方
﹂
に
つ
い
て
向
き
合
い
、
考
え
、
必

要
な
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
ゲ
ー
ム

の
か
た
ち
。
遊
ん
だ
人
が
何
ら
か
の
ア

ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば
一
番
で

す
ね
。次
回
の
開
催
は
９
月
26
日︵
金
︶。

途
中
参
加
も
可
能
で
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１回目（２月）
新たなゲーム

づくりに
挑戦中！ 

第
１
学
区

第
４
学
区

山形県鶴岡市陽光町 9-20
0235-25-0888
営 / 月～金（ 8:30 ～18:00）
      土曜日  （8:30 ～ 17:30）

担当地域

運営主体

社
会
福
祉
法
人

一
幸
会

サポーター
レポート
No.3

藤
島
地
区

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
ふ
じ
し
ま
担当地域

運営主体

社
会
福
祉
法
人

ふ
じ
の
里

サポーター
レポート
No.4

担当学区のコミュニティー振興会、地域担当の健康課、社会福祉協議会等と地域包括支援セ
ンターが連携し、継続して開催しています。小学生や中学生に対して認知症に関する基礎知識、
認知症の方への具体的な接し方を伝えています。新聞記事に、地域で困っている高齢者を中
学生の連携で助けたという内容が掲載されたのを見て、「もしかしたら認知症サポーター養成
講座を受けた生徒かな、そうだったら嬉しいな」と話題になりました。そして、地域の中に
優しい見守りの一員が増えたように感じました。小中学校への講座は、各機関との信頼関係
があり成り立っています、これからも役割分担しながらうまく機能していければと思います。

相談の電話対応について、相手よ
り聞いてもらってすっきりした、
ゆっくりした等の声を聴くことが
うれしい。傾聴って大事だと感じ
ている。また、今日は菊地さんた
ちの活動を改めて思い出しまし
た。現在も百歳体操を続けられて
る菊地さんの姿は「介護予防のお
手本だ」と感心しています。

この施設ができたころからのお付き合
いです。当時はコロナ禍の前で、さま
ざまな方々が百歳体操などに利用して
いました。職員の皆さんが催しを褒め
てくださるので、ますます楽しくやり
がいを感じました。その後、自分たち
でも新たな百歳体操の会を立ち上げま
したが健楽園での百歳体操の活動が原
点です。皆さんのおかげで、今も楽し
く続けられています。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
認
知
症

に
関
す
る
知
識
不
足
が
課
題
の

一
つ
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
全
世

代
へ
の
認
知
症
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
企
業
や
団
体
に
対
し

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

開
催
の
働
き
か
け
を
行
い
、
地

域
全
体
で
認
知
症
に
関
す
る
知

識
を
広
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
か
つ
て
親
世
代
が
家

族
を
支
え
て
い
た
構
造
が
崩
れ

始
め
、
高
齢
者
が
引
き
こ
も
り

や
障
害
が
あ
る
ご
家
族
な
ど
を

抱
え
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
増
加
し
、
そ
の
支
援
も
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
も
同
じ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
簡
単
に
解
決
で
き
な
い
相

談
事
も
多
く
、
今
後
も
行
政
や

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
つ

つ
、
地
域
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
の
体
制
づ

く
り
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

健楽園職員さんたち からだ館サポーターの
菊池さん

担
当
地
域
の

　
　
　
　

課
題
と
特
徴

ふ
じ
し
ま
職
員
が
語
る

山形県鶴岡市藤の花１丁目 18-1
0235ｰ78ｰ2370
営 / 月～金（8:30 ～17:00）

認知症の父の介護をしている時に初めて相談に来ました。あの時は不安がいっぱいで話
を聞いてもらえてほっとしたことを覚えています。
今日お話を伺って、「困っている方を支えるために何ができるのか。」「地域でどう支えて
いくのか」など常日頃からスタッフの皆さんが情報を共有し、チームで取り組んでいらっ
しゃると知り、藤島住民としてとても心強く、安心して過ごせると思いました。
４月から町内会の百歳体操に参加しています。ゲームをしたりおしゃべりをしたり、町内の方
と触れ合うことが楽しいです。これからも包括さんの活動に関心を持っていきたいです。

市との連携が円滑だった
ことで、鶴岡市でのデマ
ンドタクシー導入にも協
議会を通じて関わること
ができ、地域の声を反映
した取り組みにつながり
ました。（全員）

先日ある認知症の方に対し、保健師、
社会福祉士、生活支援コーディネー
ター、主任介護支援専門員のチームワー
クを活かした好事例がありました。ご
本人の主治医にも相談した上で、近所
の人や立ち寄りそうなコンビ二、理容
院に声を掛け、徘徊するご本人の見守
りに協力してもらったのです。この取
り組みを通じて、地域全体で認知症
の方を見守る意識改革ができた
ように思います。（全員）

この職場には、チームワークの良さと、
気軽に相談できる風通しのよい雰囲気が
あります。職員一人ひとりが問題を抱え
込まず、互いに知恵を出し合う姿勢が根
づいています。働く人の心身の負担はい
ずれバーンアウトにつながってしまいま
す。そうなれば、地域の方々に本当の意
味で寄り添った支援を届けることはでき
ません。だからこそ、職場の環境の良さは、
地域の皆さんにも良い影響をもたらして
いると感じています。（管理者兼主任介
護支援専門員）
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管理者兼
主任介護支援専門員の

小野寺さん

介護支援
専門員の
太田さん

生活支援
コーディネーターの

草島さん

社会福祉士の
坂東さん 保健師の

石澤さん

平成元年設立の社会福祉法人
一幸会が、平成24年に鶴岡市
から委託を受けて開設。平成
29年に現在地に移設した。

平成８年社会福祉法人ふじ
の里を設立、以降特別養護
老人ホーム、障がい者福祉
施設、保育園、同センター
を鶴岡市の委託を受け運営。

健
楽
園
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

小、中学校で
「認知症サポーター養成講座」を継続開催しています！

住民サポーター兼からだ館スタッフの小林さん

ACP をテーマにした
既存のカードゲームを
皆でやってみました。

２～４回目
（４～７月）

５回目（８月）

ACP、在宅医療、
お金の終活、
遺言書と相続、
お墓と葬儀など、
今までに学習した
内容をおさらい
しました。

キーワード表を
みながら、
気になっていること、
困ってること経験から
伝えたいことを
それぞれフセンに
書き出してみました。


